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息表、分布図を作成し

ています。とくに出現

頻度、鳥相内優占度な

と.から比較した結果、

園は比較的豊富な鳥相

を示していて、その存

在価値を知らせるとと

もに、一方ではスズメ

やハシブトガラスとい

った人間の居住地と結

び付く種類が増加し、

圏内外の環境がいちぢ

るしく変化してきた乙

とがわかってきました。

また、閣の外周で高

速道路が昭和41-42年

に建設され、開通以後

の第 3 期には、いろい

ろな角度から自然教育

園の鳥類に関する検討

がなされました。その

一例として、シジュウ

カラの繁殖個体数(つ

がい)の変動をみます

と、昭和36年1(36つが

いいたものが、工事直

後の昭和46年には、 22

つがいに減少し、その

要因は道路の完成、高

層ビル化など周辺地域

の変化によるものと考

えられます。最近は以

前と同数位、繁殖して

いますが、面積が減少

した分、過密状態iζあ
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り、高速道路をとび乙えてナワパリをもっ個体も 調査した回数の中で何回みられたかという出現頻

みられ、かなり、都市の鳥はムリをしているよう 度などもとるようにすると、地域で見られた鳥が

です。 どの程度の確率ででるかまでわかってきます。例

教育園でみられる鳥 101 種の目録の一部を最後 えば、教育園ではヒヨドリは1町O年以前には10月~

に例として示しました。乙の目録は、鳥類名と分 翌年 5 月までの期聞ににしかいませんでしたが、

類学名だけでなく備考を多く記載するようにしま 以後は夏でも出現頻度は低いが見られるようにな

した。乙ういった細かい点の記述は、年間の変動 り、 1975年頃からは、一年中、出現頻度が高〈、

とか、何年後には別の場所に、といった過去との 留鳥となったととがわかりました。

比較などの時に非常に役立ちます。

調査の記録は、鳥の種額、個体数だけでなく、
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研究発表

「本校の愛鳥活動について」

1.教育園様とのかかわり

本校の教育目標として「明るく生き生きした子

ども J の育成がかかげられ、努力点の中では「自

主・自律性を育て情操を豊かにする J 乙とや「学

校と家庭との相互理解を深め、地繊社会の実態l乙

応じた特色ある教育活動をすすめる j 乙とをあげ

ている。愛鳥や緑化によって児童一人ひとりの心

が生き生きと明るく、日常生活にうるおいをもた

せてくれる乙とを願って、乙の活動l乙力を入れて

いる。

2. 活動の推移

(1) 昭和50年 3 月、卒業生が記録に 1 人 1 個の

巣箱を作って学校のまわりの木に取りつけた。

52年 2 月より給餌台、水のみ場(かけひ、池の

中に止まり木)を作ったが、本校の敷地内 i乙水

の出る場所がないのが現状。 53年度より児童会

で取り上げ、夏休みにも餌になるたね、実、乙

く類を持ちよる乙と、巣箱や給餌台の増設(学

年 1台)し、できるだけ毎日給餌活動を全校でや

ろう之決議された。

(2) 54年度からの活動ー( )内は活動機関

①野鳥分布図の作成家のまわりにどんな鳥が

飛んで来るかを調査するためにプリントを家庭

に配り、記入、まとめと関心を高めfニ。

@巣箱っくり 中学校へも呼びかけ、中央委員

会に協力してもらった。色別の観察の結果はあ

く活動組織〉

栃木県茂木町立千本小学校 片岡一郎

まり変化がなかった。 5 、 6 年生は図工の時間、

ゆとりの時聞に製作した。( 5 、 6 年中学生}

@校内巣箱展、校内愛鳥週間ポスター展を聞き、

その中から 10点を県へ出品。残りの作品は家庭

に掲示する。校内展には賞状も出して励ます。

@校内標語コンクール廊下に掲示して、賞状

も出す。 (2 年以上全児童)

@実のなる木集め プリントして父兄に呼びか

けて(ニシキジ、クコ、ナンテン、ムラサキシ

キプ、ウメモドキ、ガマズミ、チョウチングミ、

パラなど)集める。

@水のみ場体育館の裏の池を利用し、止まり

木の増設。(児童会)

⑦立札 目立つ場所におく。 r野鳥は森のガー

ドマン」などと記入。(児童会)

@校内鳴き声あてコンクー Jレ(児童会→全児童}

学期一回、放送部と共催で昼食後に一斉に放送

し、その名前を書いて提出させる。 1 固に 10種

類の鳴き声で、身近な鳥を中心に聞かせる。

@夏休みの研究発表会一人一人に課題をもた

せ、家庭で調査や研究をさせる。 9 月 i乙発表。

(全児童)

@餌集め 主として夏休み、冬休み直前iζプリ

ントして内容を理解させ、父兄の協力によって

集め 9 月 lζ持って来る。(父兄)

@給餌台の利用 主として給食の残り物を、調

理室の協力で毎日実行。(全児童)

千本小児童会
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月 1 回(第 3 月ょう日)

0 児童集会、学級会、ゆとりの時間、委員会活動等を利用して活動している。
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⑫野鳥観察日誌 5 、 6 年が毎日、朝や帰りの

話合い時l乙記録。 r今日学校へくるまで1乙見か

けた烏について、場所・名・鳴き声などを書い

ておく J 0 (5 、 6 年)

⑬家庭への呼びかけにより関心を高める 町内

住民への働きかけとして、 P.T. A.新聞、町テ

レビNVS 、町報 iζだしたり、文化祭で紹介、小

中合同の学芸祭で発表。

⑭はい品回収により小鳥小屋を新払(飼育部)

⑮遠足時の野鳥調べ 双眼鏡を持参して観察。

(高学年)

⑮自然保護・動物愛護ポスターコンクールiζ出

品。(県へ 4-6 年)

(3)55年度からの活動ー54年度の活動に加えてー

①ラジオ栃木が 1 月 i乙収材、県内iζ放送されfこ。

②馬頭小学校より愛鳥に関する訪門をうける。

③学校近くの畑 6a を借り受け、カボチャ、トウ

モロコシ、サツマイモ、ジャガイモを裁培し、

給餅にも使用する。ゆとりの時間を利用して。

④校庭のまわりにカンナとサルビアを纏え、菊

も 1 人 1 鉢を裁培。

野鳥保護活動年間計画

月 活 動 内 :g 参加団体

0年間活動計画作成(飼育部も同時に) -教師と児童会

4 。保護思想の理解(趣旨の徹底をはかる) -全校
。千本地区野鳥の実態調査 .PTA全

o実のなる木を保護者iζ呼びかけて植樹(学校の敷地lζ) • PTA 全
。愛鳥週間の内容を周知 . H 

。餌台の修理(一学年一台利用) -高学年

。校内巣箱・校内愛鳥コンクールと表彰→県出品(各10点) -全学年
0動物愛護ポスターコンクール参加保出品) . H 

o野鳥保護i乙関する意識調査 . /1 

o野鳥の鳴き声あてコンクール(テープを流して) -全学年
。一学期の活動の反省と夏休みの研究計画 -全体
。巣箱の観察 -高学年

。夏鳥の調査と研究 -高学年
o小鳥の餌を集める(全児童・父母へ呼びかけて) -全児・ PTA

9 
。夏休みの研究発表会を開催 -中、高学年
。二学期の活動計画 。餌集め(持ちよる) -全般 . H 

10 
。野鳥愛護に関する校内標語コンクール(表彰する) • 2 -6 年全
。巣箱の観察 -高学年

11 
。発明工夫展県出品(餌台・巣箱の工夫) .3-6年全
。冬烏の調査計画~冬休みを中心に計画 -高学年

。野鳥の鳴き声あてコンクール(テープによる) -全学年

12 o小鳥の食べ物の研究(学年毎に餌台を利用して) - 3 月まで -中、高学年
。野鳥について学芸祭iζ発表 -高学年

。巣箱の観察 o学年毎に餌台を利用して 。餌集め~全般 -高学年
。冬休み中の研究発表 -高学年

。巣箱取付と観察 -高学年
。野鳥の鳴き声(物まね)コンクール -全般. 
。一年間の活動の反省と次年度の計画 -児童会
o野鳥愛護作文出品(朝日小学生新聞) -中、高学年
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意見交換会の記録

意見交換会には 15名が参加して、会の方針や、

教材開発にもっと力を入れて、どのようなものを

作るかなど具体的な話も出ました。まず、自己紹

介から始まり、 「愛鳥活動から、教課へ取り入れ

る時点で、問題点、困難が多かったJ rまず活動

のきっかけとなるものが必要ではないかJ r今年

は鳥のフンを調べていく新しい試みを考えている」

といった活発な学校から「まだまだスポーツクラ

ブが盛んで自然に目を向けた活動が少ない J r 乙

れから、活動を始めたい」という様々む現場の先

生方が混った会となりました。

@定期的研修会について

「先生方を対象とした研修会を定例として、月

一回程度設けたいが、連盟の観察会などを利用

したらどうか。」

iP R の方法を考えないと集まりが少ない。 j

f場所は、軽井沢あたりで聞いても、普段の活

動lζ結びつかないので、東京地区だったら、高

尾山といった場所の方がよい。 J

@教材について

「市販のものでは、学研とか福音館とかあるが

児童にもたせるには高いので、パンフレットのよ

うなものでよいが、小学生 3-4年ぐらいを対

象とした、大きな絵ののっているものがほしし、」

@会員制度について

「現在、学校などの団体会員と個人会員の二つ

Kなっているが、先生個人で加入している場合、

校長の理解が得られないと研修会に参加しにく

い。そこで、加入は個人でも学校加入の学校会

<>夏期研究会のお知らせ<>

愛鳥教育研究会では夏期休暇を利用して、

愛鳥活動の基本bなる鳥の見分け方について

1 泊 2 日の予定で研究会を聞きます。初日 lζ

カラースライドやテープを使って見分け方の

ポイントや指導のいろいろな方法について勉

強し、翌朝の傑鳥会で実際の鳥を見ます。 次

の日午前中には、本町小、福生 5 小の活動の

員制という形をとれば、先生方も参加しやすい

のではないか。」

「案内を学校長宛、先生派遣依頼という形で出

すようにしたらどうか。」

@愛鳥モデル校、鳥獣保護実績発表大会について

「発表大会などに参加するには、モテーJレ校で・ な

ければとか、 実績がないので参加しないといっ

た学校が多いのでは。 J

「資料なども実際lζ活動しているが、モデノレ校で

ない学校には手iζ入らないなどの実態もある 。 」

「県段階での発表大会を聞いていると乙ろがあ

るが現状が把握されていない 。会としては調べ

ていきたい。」

I実績大会の名称も、自然保護とか愛鳥活動とい
った印象が薄いので、学校側に理解されにくい。J

@夏期の研修会について

「地方での活動を活発にするために、年一回は

地方での研究会をもちたい。」

「夏期休暇中が参加しやすいのでは 。 J

「今年は愛知県が候補に上っているが、 3 ヶ月

は準備期間としても、 PR 時間も足りないので、

来年にしたい。 J

「今年は、鳥の研修という乙とで合宿形式の講

習会を実施する。 J

7 -

「先生方lζ鳥について研修してもらい、会でも

指導員グループを養成して、学校の先生同士で

講師・探烏指導者を派遣しあったりする仕組を

作ったらどうか。 J

@文部省への働きかけについて

「愛鳥活動 lと"ゆとりの時間"といった教課以

外の時聞を利用している学校が多いが、文部省

の担当 iζ働きかけて、学校教育の中へもっと取

入れるよう努力したらどうか。 J

「文部省には、会顧問の姥谷氏を通じて働きか

けたい。」

発表もあります。 詳しくは下記の通りです。

お誘い合わせの上、きそってど参加下さし、。

一第 5 回愛鳥教育研究会一

日時:昭和56年 8 月 19、 20 日

場所:御岳山ビジターセンター

日程: 8 月 19 日午後 1 時集合仁鳥の見分け方」

20日・探鳥、研究発表、意見交換会

参加費: 5.000 円(宿泊費含む)

申込:往復ハガキで 7 月 25 日迄に研究会へ





ノ〈ード・パス

(野鳥用給水器)

の作成の注意(1)

日本鳥類保護連盟 柳沢紀夫

生物にとって「水J は生命そのものといえるく

らい大切なものであることは、ご承知の通りです。

野鳥たちにとってもそれは当然です。野鳥たちは、

水を、 「飲むJ だけでなく、例えば寄生虫を洗い

落したりといった「身体を清潔に保つ」ために使

いますし、暑い折などはぬらして体温を下げるよ

うな「体湿調節」に使ったりと、いろいろ役立て

ています。それほど大切であるにもかかわらず、

鳥が安心して利用できる水はとても少いのです。

流れが急すぎたり、早すぎたり、また探すぎたり、

『:::川

給水台の模式図

わたわや♂竺T1

外敵が多すぎたり、といったことが多いのです。

雨あがりの水たまりで、スズメが水浴している、

といった場面に出合った方も多いでしょう。鳥の

ための水は少いのです。

ある地域において、野鳥の個体数を制限してい

る要因としては、食物、水、避難場所、が考えら

れます。乙の中で最も手聞がかからず、しかも効

果がはっきりしている「水」を鳥たちに与える乙

とは、巣箱や給餌台を設けてやるよりも前に行な

いたいと思われますし、与えがいのある乙とと思

われます。

漂 さ 野鳥は、自分の身体全体を水に沈め、水

浴する乙とはありません。ほ〈脚の長さくらいの

深さの場所に立ち、臨を水につけ、翼を動かして

浴びる、というのが一般的です。だとすると、 10

咽も 15cmもある必要はないのです。設置場所の近

く(例えば学校内とか I ではどんなa鳥が見られる

か、ということを一応は調べておく必要もありま

すが、利用する鳥を考えると、日本ではスズメぐ

らいの大きさかそれよりも体の小さいものが多い

し、ムクドリ、ツグミくらいの大きさのも、その

上はハトくらいの大きさのもの、を考えればだい

たいよいでしょう。スズメ級の鳥には深さ 1-2

納入先 〒!日') ~!J;( 部品'! (~I"<I判、 V.fì IllIH -20 

(l!f)! l ，f.:ntí!{'-t!:誕辿盟内
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畑、ムクドリ級では 2- 4c皿、ハト級でも 3-5

cm もあれば十分です。思ったより浅くてよいこと

に驚かれる乙とでしょう。 r飲む」ためならば深

くてもよいのですが、せっかく作って水を与える

のならば、 「水搭J できるようにしてやるべきで

しょう。そして、多種類の鳥に利用させるには、

底に傾斜をつけて、それぞれ好みの深さを水浴が

できるよう配慮をしておけばよいでしょう。一番

深いと乙ろで 5 咽もあれば十分です。

大きさ どんな場所に設けるか、といった乙とで

第 4 号目次

第 4 号によせて・H・H ・.....・ H・...会長・田村活三ul

第 4 回研究会報告

講演「自然教育園の鳥J自然教育園・千羽晋示(2)

発表「本校の愛鳥活動についてJ

茂木町立千本小学校・片岡一郎(4)

総会報告・H ・H・...・ H ・....・ H・...・H ・....・ H・......・ H ・. (61 

意見交換会記録H・H・....・H ・......・ H ・...・ H ・...・ H・.(7)

研究会に参加して……H・H ・...・ H ・....・H ・ H ・ H ・... (8) 

バード・パス作成の注意(1)

日本鳥類保護連盟柳湾紀夫(9)

編集後記総会報告のと乙ろでもお願いしました

会員勧誘のために「愛鳥教育j のパ・y クナンバー

大きさは自由ですが、最小としては30cm四方くら

いの水面は必要でしょう。ところで学校などに設

ける場合は、これが鳥の水浴場である乙とを全員

IC知らせる意味も含め、 1 rd-5 rd くらいのもの

でもおかしくありません。しかし、それ以上のも

のは不要と恩われます。それよりも別の離れた場

所へ同程度のものを作ってやった方が、鳥にとっ

て役立つでしょう。ーケ所では、そこが利用でき

ない場合は逃げていくしかなb 、からです。
(以下、次号につづく。}

を必要な方は御一報下さい。 2.3号および 4 号が

用意しであります。また、今年度分会費がまだの

方は同封の振替用紙をど利用の上、お納め下さい

ますよう、お願い致します。

愛鳥教育第 4号

昭和56年 7 月 1 日発行

愛鳥教育研究会

〒 150 渋谷区南平台町 8 -20 

日本鳥類保護連盟内

TEL 03 -461 -0540 

郵便振替 東京 2 -92041 

. (きりとり線)………

入 ~除
'ﾄ 申 込 書

愛鳥教育研究会の趣旨に賛同し、会費二千円を添えて、入会い

たします。

申込者

氏名

個人 団体 (0をつけて下さい)

住所

電話

申込者の所属、職業

勤務先の住所、名称

電話
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